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11日deopathichypogonadotropichypogonadism
の自験3例
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症例1.19才時 lHH と診断,3〔け 時より Gn-RH

間欠療法 (以下 GllRH 療法)開始 している.19才時の

LH-RH 5日間連続負荷試験にて FSH,LH とも day

5にて改善あられている.治療開始7年練LH/FSH3.7.･

17.2mILUml,testoster･one1.4mILT.mlと改善 して

いる.症例2,30才時 IHH と診断,31才時 LH-RH 5

日間連続負荷試験にてあまり政審がみられていない.31

才時より GmRH 療法開始するもあまり改善みられなかっ

た.症例3,18才時 IHH と診断.LH-RH 5日間連

続負荷試験では.day5にて LH,FSH の改善ムられ

ていた.治療開始後4ケ月で LHFSH5.6:10.7mTLTl:ml

testosterone5.3ng∴1mlと改善 していた.IHH 自験 3

例では,LH-RH 連続負荷試験によ･')LH 反応性の改

善をふた2例で Gn-RH 墳法が有効で,改善 しなかっ

た 1例では効果不十分であった.LH-RH 連続負荷試

験は治墳効果判定に有効である.

12)小児肥満におけ る i33-7'ドレナ りン受容体

遺伝子多形性 と高 1'ンスりン血症の関連

橋本 尚...I:･川崎 琢也
菊池 透 ･内しい 聖 (新潟大学小児科)

肥満小児259人を対象とし,β31-7 ドレナ.)ン受容体

遺伝子 (β3AR)多形性を解析 した.6-8歳群では,

変異群 (Tr〆岨 rghomozrgoteおよび heterozygote)

(27人)の肥満度 (十54,8±10.6%),中性脂肪 (95.6

±46.0mg/dl),血中 1'ンス)Jン (9.3±3.OFLU_:■m11が

非変異群 (∩()malI10mOZygOte)(45人)よりも有意に

高値を示 した (それぞれ+49.3±8.9q･bJ､74.8±31.4mg::
dl,7.6±2.5FLu･･.ml)(いずれも mean±SD.p<0.05).

9-･14歳群では,変異群 (81人1と非変異群 (106人)

に有意差はなかった,8歳以下の肥満小児では β3AR 変

累を有するものが肥満度が高 く,高イソスリソ汲症,高

中性脂肪血症を来た していた.β3AR 多形性は小児肥

満の形成に関与 し.合併症の有無を左右 していた.

13)′J＼児下垂体腺陸の臨床的検討

森井 研 ･岡崎 秀子 ∴ 一章 :--

小児下垂体腺腫について当科開設以来50年間の経験を

臨床的に検討 した.【結果】18歳1二十Fの小児は30L589例

(5.1%)であった.m 及び PRL測定可能前の'77年

以前は 11■146倒 し7.59.6'),13-18歳,男6女5で全例

祝障害を示 した.GH 腺腫3 (男).nf腺腫2,不明6

でか った.'78年以降は 19443倒 し4.3,90),lo≠-18鼠

男11女8で.PRL腺腫llL男5女6㌦ ACrH 腺腫5

(男3女2),GH腺腫 1 (_罪),nf腺腫 2 (即 と多く

は横能性腺腫であった.神経症状は7例のみだが, 3例

が巨大腺腫 (pRL腺腫2.nf腺腫 1)で.ACTH 腺

腫 3例は大腺腫であった.微小腺腫は ACTH 腺腫2

と PRL腺腫36こすぎなか一.-た.小児特有の症状とし

て低身長5作りtACTH 腺腫2.nf腺腫 1.不明2),

腰2,不明2)をこ認められた.前葉機能低下で2例,再

発.下垂体卒中.術後呼吸不全で各1例死亡 した.【結

語】小児下垂体腹瞳は槻能I生腺腫特に PRL腺腫と Am

腺腫が多い.GH 腺腫は男に多い以外性差がない,大

きな腫壕が多く早期発見,早期治療が望まれる.
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